
特集
スクールバスに乗ってみた

ポニーに乗って公園を散策
　6月8日、大山自然公園ユリまつりに1日限

定でポニーのヤギオくんが登場しました。訪れ

た子どもたちは、ヤギオくんに乗って大山自然

公園を楽しそうに散策していました。（8ペー

ジに関連記事）
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　午前10時50分、柳川温泉行のスクールバス3号車に乗

り込む若手職員たち。全行程18.7㎞、時間にして約40分、

料金はどこで降りても100円の小さな旅が始まる。

Hakuryou  － Yanagawa

特　集

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
っ
て
み
た

～
バ
ス
で
巡
る
小
さ
な
旅
～

柳川温泉前 テルメ柏陵
18.7 ㎞18.7 ㎞18.7 ㎞18.7 ㎞

　

山
形
県
で
6
回
目
と
な
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
以
下
Ｄ
Ｃ
）
が
、
6
月
14
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
回
の
Ｄ

Ｃ
で
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
減
少
し
た
観
光
客
を
呼
び
戻
そ

う
と
、
全
県
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

大
江
町
も
例
年
以
上
に
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
予
定
し
て
お
り
、
気
合

十
分
だ
。

　

そ
ん
な
中
、
若
手
職
員
で
あ
る
私
た
ち
に
上
司
か
ら
業
務
命
令

が
下
っ
た
。「
Ｄ
Ｃ
に
向
け
て
大
江
町
の
魅
力
を
実
際
に
見
て
回

り
、
勉
強
し
て
こ
い
」
何
と
も
心
躍
る
命
令
だ
。
た
だ
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
は
、
数
多
い
町
の
魅
力
か
ら
要
点
を
絞
る
必
要
が

あ
る
。「
ど
れ
に
す
べ
き
か
…
」。
そ
の
時
、
Ｊ
Ｒ
左
沢
線
と
並
ん

で
町
の
重
要
な
交
通
機
関
で
あ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
を
思
い

つ
い
た
。

　

今
月
は
私
た
ち
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て
見
つ
け
た
、

沿
線
上
の
魅
力
的
な
場
所
や
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。
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路
線
バ
ス
な
の
に
、

　
　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
？

　

大
江
町
の
バ
ス
は
、
路
線
バ
ス

な
の
に
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
」
の
名

称
が
つ
い
て
い
る
。

　

疑
問
に
思
っ
た
の
で
、
担
当
の

先
輩
に
理
由
を
聞
い
て
み
る
と
、

元
は
別
々
に
運
行
し
て
い
た
路
線

バ
ス
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
平
成
15

年
に
統
合
し
た
か
ら
と
の
こ
と
。

今
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
路
線
バ

ス
も
兼
ね
る
形
で
運
行
し
て
い
る

そ
う
だ
。

　

町
が
現
在
保
有
し
て
い
る
車
両

は
5
台
（
バ
ス
4
台
、
ワ
ゴ
ン
車

1
台
）
あ
り
、
そ
の
う
ち
2
・
3

号
車
が
路
線
バ
ス
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。
特
徴
は
上
記
の
と
お

り
だ
。

　

今
回
は
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス

で
、
町
民
の
方
が
多
く
利
用
す

る
、
テ
ル
メ
柏
陵
発
10
時
50
分
出

発
の
便
に
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
。

出
　
発

　

乗
車
前
に
テ
ル
メ
柏
陵
エ
リ
ア

を
散
策
、
7
月
20
日
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
る

テ
ル
メ
柏
陵
健
康
温
泉
館
や
道
の

町
民
の
生
活
を
支
え
る
２
台
の
バ
ス

　平成18年に購入。定員数は28人で、車上に
電光表示がある。四輪駆動のため、主に冬期
間運行される。

　平成13年に購入。定員数は36人で、両替機
が登載されている。３号車は1年を通して路
線バスとして運行されている。

■ スクールバスに乗ってみた

　町内で最も多くの観光客が訪れるエリアが、
テルメ柏陵です。3つの温泉施設があり、源泉
かけ流しで、全国でも珍しい高濃度の温泉とし
て知られています。別名「若さの湯」と呼ばれ
ており、糖尿病・神経痛・筋肉痛・慢性婦人病
などに効果があります。
　温泉施設の隣には小鵜飼船の形をしたランド
マークが特徴の、道の駅おおえがあります。地

元の生産者が直接持ち寄っ
た新鮮な野菜や果物、加工
品の直売や軽食コーナーが
あります。
　近くを流れる最上川の河
畔（大明神）はＮＨＫドラ
マ「おしん」のロケ地とし
て知られ、現地には当時の
様子を説明する看板が建て
られています。

▲リニューアル
したテルメ柏
陵健康温泉館
の浴室棟

▼

「おしん」の
ロケ地となっ
た大明神

テ
ル
メ
柏
陵
荘
（
出
発
）

道の駅のラフランス
ソフトクリーム ▼

10:50①テルメ柏陵エリア

２号車３号車

3・広報おおえ



　巨海院の敷地内には
小漆川城の城門とされ
る山門が移築されてお
り、また寺内には舟運
時代を偲ばせる絵馬な
ども奉納されています。
　歴史民俗資料館は十
郎畑の旧家で、青

あお

苧
そ

商、
養
ようさん

蚕農家である
斎藤家を移築し
たものです。館
内には、民具や
農具、青苧に関
するさまざまな
展示物を見るこ
とができます。

小
漆
川
～
中
央
公
民
館
前

11:01②小漆川～中央公民館エリア

　貫見は近世まで約400年にわた
ってこの地を治めた大江氏が終焉
を迎えた地で、集落内には御館山
をはじめ大江氏および家臣ゆかり
の遺跡・遺物が残されています。
　また、湯殿山行者の宿泊地でも
あり、明治頃までは、米沢や福島、
遠いところでは関東などから多く
の行者が訪れました。

貫
見
東
～
貫
見
局
前
～
貫
見

11:18③貫見エリア

▲巨海院山門

▲歴史民俗資料館

駅
お
お
え
、
お
し
ん
の
ロ
ケ
地
を

巡
っ
た
。
そ
の
後
、
早
め
に
バ
ス

に
乗
車
し
出
発
を
待
つ
。
運
転
手

は
こ
の
道
38
年
の
大
ベ
テ
ラ
ン
渡

辺
秀
一
さ
ん
だ
。

　

経
路
は
基
本
的
に
、
国
道
や
県

道
、
そ
れ
に
隣
接
す
る
集
落
の
中

を
通
る
形
で
設
定
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
、
役
場
前
か
ら
柳
川
温
泉

ま
で
は
停
留
所
の
他
に
も
、
沿
線

上
で
手
を
挙
げ
れ
ば
そ
の
場
で
乗

車
す
る
こ
と
が
可
能
だ
（
た
だ
し
、

見
通
し
の
悪
い
カ
ー
ブ
や
交
差
点

付
近
で
は
乗
車
不
可
）。

　

ま
た
、
下
車
す
る
時
も
座
席
の

横
に
あ
る
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
、
付

近
の
安
全
な
場
所
で
降
り
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

11
時
01
分
、
小
漆
川
停
留
所
に

到
着
、
こ
の
地
は
江
戸
時
代
に
左

沢
藩
主
の
酒
井
直
次
が
、
小
漆
川

城
を
築
城
し
た
場
所
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。

　

停
留
所
の
坂
を
上
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
巨
海
院
は
直
次
の
菩
提
寺

で
も
あ
り
、
敷
地
内
に
は
小
漆
川

城
の
城
門
で
あ
っ
た
と

い
う
山
門
が
移
築
さ
れ
、

当
時
の
様
子
を
今
に
伝

え
て
い
る
。
ま
た
、
次

の
停
留
所
で
あ
る
中
央

公
民
館
の
敷
地
内
に
は
、

歴
史
民
俗
資
料
館
が
あ

り
、
町
の
歴
史
に
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

11
時
11
分
、
旧
道
沿
い
に
あ
る

十
八
才
停
留
所
に
到
着
。
付
近
の

県
道
沿
い
に
は
採
り
た
て
の
山
菜

や
野
菜
な
ど
を
販
売
す
る
小
倉
交

流
館
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
地
場

産
品
の
他
に
も
、
旬
の
食
材
を
生

か
し
て
作
る「
若
返
り
ラ
ン
チ（
要

予
約
）」を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

11
時
18
分
、
県
道
か
ら
右
折
し
、

貫
見
の
集
落
に
入
る
。
貫
見
区

は
、
中
世
に
こ
の
地
を
治
め
て
い

た
大
江
氏
の
終
焉
の
地
で
も
あ
る
。

区
内
に
あ
る
御お

館だ
て

山や
ま

頂
上
に
は

１
５
８
４
年
に
最
上
義
光
の
軍
勢

　昭和51年にスクールバスが運行されてか

ら、ずっと運転してきました。以来たくさん

のお客様と顔なじみになり、世間話などをし

ながら、楽しく運行させてもらっています。

　利用される方は、車の無い方や運転できな

い方が多く、目的は郵便局、銀行、医者、温

泉などさまざまです。

　この38年で道路は整備され、車の行き来が

しやすくなりましたが、必要とされる方がお

られる限り運転を続けていきたいですね。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
と
も
に
38
年

運
転
手
　
渡
辺
秀
一
さ
ん（
梨
の
木
原
）

▲光学院
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　沢口を含む周辺の地域は昔、青
あお

苧
そ

の
中でも特に品質の良い七

しちけん

軒苧
そ

の生産地
でした。バスの沿線上には今でも自生
している青

あお

苧
そ

を見ることができます。
　地区内の旧七軒西小学校は、今年宿
泊施設への改修を予定しています。
　木造の待合所は地元の方が作成した
ものです。

沢
口
～
西
小
学
校
前

11:24④沢口エリア

　柳川温泉は「熱の湯」
と呼ばれ動脈硬化症、き
りきず、やけど、慢性皮
膚病に効果があります。
　2種類の内風呂と露天
風呂があり、特に露天風
呂では、昼は四季折々の
景色を、夜は満天の星空
を見ることができます。

柳
川
温
泉
前
（
終
点
）

▲沿線上に自生する

青
あお

苧
そ

（沢口）

▼

旧七軒西小学校

に
追
わ
れ
、
こ
の
地
で
自
刃
し
た

18
代
大
江
高た

か
も
と基
の
墓
が
あ
る
。
ま

た
、
貫
見
停
留
所
か
ら
坂
を
登
っ

た
先
に
あ
る
曹
洞
宗
光
学
院
に
は
、

高た
か
も
と基
が
自
刃
し
た
時
に
使
用
し
た

と
さ
れ
る
短
刀
が
大
切
に
保
管
さ

れ
て
い
る
。

　

11
時
24
分
、
月
布
川
が
迫
る
巻ま
き

渕ぶ
ち

の
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を
通
り

過
ぎ
る
と
、
沢
口
の
集
落
内
に
入

る
。
こ
こ
ま
で
来
て
気
づ
い
た
こ

と
は
、
本
郷
地
区
に
入
っ
て
か
ら
、

車
窓
か
ら
随
所
で
月
布
川
を
見
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
こ
と

か
ら
本
郷
地
区
、
七
軒
地
区
の
集

落
は
、
月
布
川
お
よ
び
そ
の
支
流

に
沿
っ
て
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

実
感
で
き
る
。

　

江
戸
時
代
、
月
布
川
周
辺
に
は
、

大
江
町
か
ら
日
本
全
国
に
出
荷
さ

れ
た
特
産
品
の
青あ

お

苧そ

が
栽
培
さ
れ

て
い
た
。
青あ

お

苧そ

か
ら
採
れ
る
繊
維

は
通
気
性
に
富
ん
で
お
り
、
裃

か
み
し
もな

ど
高
級
反
物
の
原
糸
と
し
て
使
用

さ
れ
、
特
に
大
江
町
産
は
最

さ
い
じ
ょ
う
上
も

の
と
し
て
取
引
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
が
左
沢
の
川
港
か
ら
出
荷
さ
れ
、

町
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

今
で
も
沿
線
に
は
自
生
し
て
い
る

青あ
お

苧そ

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

11
時
29
分
、
木
造
の
待
合
所
が

目
印
の
沢
口
停
留
所
や
、
今
年
宿

泊
施
設
に
改
修
を
予
定
し
て
い
る

旧
七
軒
西
小
学
校
前
を
通
り
、
終

点
の
奥
お
お
え
柳
川
温
泉
前
に
到

着
す
る
。
硫
黄
の
匂
い
が
温
泉
地

と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

停
留
所
の
隣
に
あ
る
足
湯
コ
ー

ナ
ー
で
休
憩
し
て
い
る
利
用
者
の

方
は
「
山
形
市
か
ら
来
ま
し
た
。

こ
こ
は
静
か
で
、
ゆ
っ
く
り
と
し

た
時
間
が
流
れ
て
い
ま
す
。
特
に

朝
風
呂
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
利
用
し
て
ま
す
よ
」
と

満
足
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。

バ
ス
の
旅
を
終
え
て

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
旅
は
、
短
時

間
な
が
ら
、
町
の
魅
力
的
な
歴
史

や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
ふ
れ
る
こ
と

が
で
き
、
予
想
以
上
に
密
度
の
濃

い
も
の
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
利
用
者
や
運
転
手
さ
ん

か
ら
は
「
お
は
よ
う
」「
今
日
は

ど
ご
さ
い
ぐ
な
や
？
」
な
ど
声
を

掛
け
ら
れ
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
は

利
用
し
や
す
い
雰
囲
気
が
あ
る
こ

と
も
知
っ
た
。

　

バ
ス
は
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
お

盆
、
年
末
年
始
を
除
い
て
運
行
し

て
い
る
。
し
か
も
ど
こ
で
降
り
て

も
片
道
100
円
だ
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑤柳川エリア 11:29

■ スクールバスに乗ってみた

▲

自
然
豊
か
な
露
天
風
呂

5・広報おおえ



1

2

3

　今秋、宿泊施設に改修を予定している旧七軒西小学

校で5月30日、改修後の活用方法を検討する「旧七軒

西小学校利活用を考える会」がおこなわれ、学校周辺

の地区などから22名が出席しました。

　はじめに利活用の概要として、七軒地区の山里が持

つ豊かな資源を生かしたプログラム、対象となる利用

者層などの説明があり、続いて出席者から意見をいた

だき旧校舎の現状を確認しました。

　出席者からは「七軒地区ならではの自然を眺めなが

ら、コーヒーを飲むなどおしゃれな場所にしてもよい」

「林業や山々の生物観察会など、他では実施していな

いような個性的なプログラムを提供することで、他と

差別化を図る必要があるのでは」などの意見が出され

ました。

■魅力的な資源を生かした活用方法を検討
　～旧七軒西小学校利活用を考える会～

　アメリカモンタナ州訪問に向けて、6月2日から

渡航時に必要な知識、技能を身に付ける事前研修会

が始まりました。

　6月2日は入国審査の研修がおこなわれ、必要な

書類の書き方やスーツケースの大きさなど、空港で

の注意事項を教わったほか、入国審査の練習もあり、

生徒たちは「滞在期間は？今までここに来たことが

ありますか？」と英語で質問されるとマニュアルを

参考に、英語での答え方を何度も練習しました。

　また、6月9日には健康管理や荷造りを学び、飛

行機搭乗時の静脈血栓塞栓症（エコノミークラス症

候群）を予防する体操やトランクに効率的に荷物を

詰める方法を教わりました。

■入国審査の手続きを体験
　～中学生海外派遣事業事前研修会～

　重要文化的景観に関するさまざまな体験を通じて、

理解を深めるワークショップが6月8日、町民ふれあ

い会館で開催されました。

　当日は、東北芸術工科大学の志村直愛教授指導のも

と、重要文化的景観のイラスト作成に挑戦しました。

参加者は、あらかじめ用意された景観の写真を参考に、

色鉛筆や絵の具を使用して景観を思い思いに表現しま

した。

　志村先生は「写真の場合は景観の他に電線など、そ

の場の全てが写ってしまいますが、絵の場合は自分の

好きなものだけを描くことができます。題材に選んだ

景観はどこから見るのが素敵なのか考えながら描く

と、より楽しくかつ理解も深まります」と話してくれ

ました。

■絵を描いて魅力を発見
　～重要文化的景観ワークショップ～

▲意見交換後は

小学校内の各

部屋の状況を

確認しました

▲入国審査時に

必要となる英

会話を何度も

練習

　荷物の詰め方

も学習

▲

▲好きな景観の写真

を選んで思い思い

に描きました

平成２６年７月号・6
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議
会
～
６
月
定
例
会
～

　

大
江
町
議
会
第
2
回
定
例
会
が
6
月

4
日
か
ら
6
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計

の
補
正
予
算
や
条
例
改
正
案
な
ど
が
審

議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
冒
頭
に
渡
邉
町
長
か
ら
行

政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

行
政
報
告

藤
田
地
区
住
宅
団
地
整
備
事
業

　

人
口
減
少
の
抑
制
、
定
住
人
口
の
確

保
の
た
め
、
藤
田
区
に
20
区
画
程
度
の

住
宅
団
地
の
造
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

予
定
地
は
、
ヤ
マ
コ
ー
跡
地
と
そ
の

南
側
の
個
人
所
有
の
土
地
お
よ
び
町
道

の
一
部
で
す
。
団
地
内
の
道
路
、
宅
地
、

公
園
な
ど
の
配
置
に
つ
い
て
は
高
低
差

や
測
量
に
基
づ
き
検
討
し
て
い
き
、
魅

力
あ
る
住
宅
団
地
と
な
る
よ
う
設
計
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
藤
田
区
や
地
権
者
・
隣
接
住

民
の
方
々
な
ど
、
関
係
者
に
対
し
て
事

業
説
明
を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

大
江
町
産
業
振
興
公
社
の
決
算
報
告

　

公
社
の
報
告
に
よ
る
と
、
今
期
は
昨

年
7
月
の
豪
雨
災
害
に
伴
い
、
町
の
大

き
な
観
光
資
源
で
あ
る
神
通
峡
の
閉
鎖
、

県
道
大
江
西
川
線
の
交
通
規
制
な
ど
に

よ
り
柳
川
温
泉
の
宿
泊
客
が
大
幅
に
減

少
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
テ
ル
メ
柏
陵

健
康
温
泉
館
の
改
修
工
事
伴
う
、
1
ヶ

月
間
の
臨
時
休
館
も
あ
り
経
営
環
境
は

厳
し
い
状
態
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
テ
ル
メ
柏
陵
健
康
温

泉
館
浴
室
棟
の
全
面
改
修
や
露
天
風
呂

の
新
設
な
ど
集
客
競
争
を
勝
ち
抜
く
た

め
の
施
設
整
備
、
新
プ
ラ
ン
企
画
、
特

産
品
の
物
販
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

公
社
が
管
理
す
る
施
設
全
体
の
利
用

者
数
は
約
54
万
4
千
人
で
、
対
前
年
比

で
は
3
％
減
、
売
上
高
は
２
億
２
４
１

７
万
円
で
対
前
年
比
4.8
％
減
と
な
り
ま

し
た
。
最
終
的
な
当
期
純
損
失
は
１
４

６
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

　

平
成
26
年
度
大
江
町
一
般
会
計
の
補

正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

５
１
４
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
は

48
億
円
７
２
７
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

３歳児

佐
さ

竹
たけ

絢
あや

姫
め

ちゃん

美郷
阿
あ べ

部唯
ゆい

花
か

ちゃん

堂屋敷
鈴
すず

木
き

里
り か

佳ちゃん
蛍水

庄
しょうじ

司伊
い

織
おり

くん

藤田
堀
ほり

　日
に こ

向ちゃん
蛍水

６月６日に３歳児健診

を受けた元気なちびっ

子たちを紹介します！

（順不同）

菊
きく

地
ち

凛
りん

来
く

くん

伏熊
鈴
すず

木
き

星
せい

菜
な

ちゃん

藤田
石
いしかわ

川真
ま

優
ひろ

くん

みなみ
横
よこやまけんしん

山健芯くん
上北山

木
き

村
むら

悠
ゆうじん

仁くん
6区

鈴
すず

木
き

篤
あつ

人
と

くん

小見

虫
歯
ゼ
ロ
の
子
は

11
人
で
し
た

7・広報おおえ



大
山
自
然
公
園
ユ
リ
ま
つ
り

山
形
Ｄ
Ｃ
直
前
!! 

可
憐
な
ヒ
メ
サ
ユ
リ
に
笑
顔
が
集
う

1

2

3

4

第13回

　

大
山
自
然
公
園
で
５
月
30
日
か
ら
６

月
８
日
に
か
け
て
第
13
回
大
山
自
然
公

園
ユ
リ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

公
園
に
は
可
憐
に
咲
き
誇
る
ヒ
メ
サ
ユ

リ
を
一
目
見
よ
う
と
県
内
外
か
ら
５
千

名
も
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
週
末
に
は
ウ
サ
ギ
や
ポ
ニ
ー

と
触
れ
合
う
動
物
コ
ー
ナ
ー
や
風
船
プ

レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
置
さ

れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

①ユリを見ながら公園を散策　②ポニーのヤギオ
くんと一緒　③プレゼントされた風船にお絵かき
④大人気のうさぎコーナー

平成２６年７月号・8



号砲とともに勢いよくスタート

舟唄健康マラソン大会
4.5㎞ウォーキングの部

10ｋｍ の部

3ｋｍ の部

5㎞の部（小見
給水所）

パンダマンも
　　　町内を疾

走

第32回

　第32回舟唄健康マラソン大会が6月22日に
開催されました。
　大会には、地元の大江中学校や左沢高等
学校の生徒をはじめ町内外から401名が参加。
最高齢は83歳、遠くは愛知県などからの出場
もありました。
　選手たちは、号砲とともに勢いよくスター
トし、沿道からの「がんばれー」の声援を受
け、新緑の大江町を走り抜けました。

緑
が
鮮
や
か
な
大
江
町
を

元
気
い
っ
ぱ
い
疾
走

２ｋｍ の部

9・広報おおえ



①一般の部決勝　②一般の部優勝者佐々木龍雄さん

③シニアの部優勝者大楯長年さん

④大江中学校２年生による最上川舟唄混声4部合唱

　全国の舟唄の達人たちがのどを競う、第31回

正調最上川舟唄全国大会が6月22日、町民ふれ

あい会館で開催されました。

　今大会には、大江町と交流のある宮城県亘理

町をはじめ、県内外から合わせて58名が出場し

ました。会場には200名を超える観衆が訪れ、

力強くも哀
あいしゅう

愁漂う舟唄の音色を堪能しました。

　また、ゲストとして北海道「江差追分」をは

じめ、多数のアトラクションも披露され出演者

には大きな声援がおくられました。

達人たちが喉を競う、舟唄大会開催6
22

　左沢小学校相撲大会が6月7日開催され、全校

児童が力と技を競いました。

　相撲場では、5・6年生の男子が化粧まわし姿

で、堂々とした土俵入りを披露しました。東と西

に分かれての取り組みが始まると、土俵上では豪

快な投げ技、土俵際の逆転などの熱戦が展開され

ました。

　特に5人抜きでは、なかなか勝負がつかず何度

も「水入り」となる取組もあり、応援に駆け付け

た保護者からはひと際大きな声援が送られていま

した。

　工芸愛好家による自慢の手作り作品が集まる、

第9回あじさい手づくり工芸まつりが6月1日に

東地区公民館で開催されました。

　会場では、パワーストーンや木材、紙などを使

用した作品の展示や即売会がおこなわれたほか、

実際に各種工芸を体験することもできました。

　さらに今年は、女子力アップ講座で作るトマト

料理の試食や燻製ソーセージ作りの体験、大きな

ワンちゃんたちとふれあうコーナーも設けられ、

訪れた人たちは、会場を巡り楽しい時間を過ごし

ていました。

6
1 自慢の手作り作品が勢ぞろい6

７ まわし姿で豪快にぶつかる

大会結果  3位まで
★一般の部／優　勝　佐々木龍雄（寒河江市）
　　　　　　準優勝　佐藤　幸子（宮城県）
　　　　　　3　位　鈴木富美子（宮城県）
★シニアの部／優　勝　大楯　長年（東根市）
　　　　　　準優勝　櫻本　直子（宮城県）
　　　　　　3　位　宍戸シロ子（宮城県）

❶

❷ ❸

❹
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　山形デスティネーションキャンペーン初日の6

月14日、レトロバスツアーが始まりました。

　この企画は、大正時代に計画されたものの、実

現に至らなかった、左沢駅と白鷹町の荒砥駅をつ

なぐ左荒線をイギリス製のレトロバスで巡るとい

うものです。左荒線の沿線上にある大江町、朝日

町、白鷹町の3町による広域観光推進協議会の主

催によりおこなわれ、今年で5年目になります。

　当日は、山形市などから募集定員となる8人が

参加し、大江町の重要文化的景観や朝日町の椹平

の棚田、白鷹町の黒滝開削跡などを巡りました。

　高齢者がともに学び親睦を深める、シルバーカ

レッジが6月11日から始まりました。

　今年は67名が参加し、2月まで計5回の学習講

座を予定しています。開講式にあわせて第1回の

学習講座もおこなわれ、文化庁の鈴木地平技官よ

り重要文化的景観の講演会が開催されました。

　鈴木さんは「文化的景観は地域の土地がら、生

きざまを表した大事な文化財です。左沢の町並み

からは最上川舟運や中世から現代までの発展の歴

史を見ることができ、これは全国どこにもないも

のです」と町の景観の魅力を話してくれました。

　ふるさとの川をより詳しく観察し、その魅力に

ふれる第1回ドキドキ自然体験塾が、6月14日に

開催されました。

　はじめに、森の宮橋付近の月布川の水質調査に

挑戦した子どもたちは、調査票に従い、専用の容

器でニゴリ具合や石の裏などに生息している昆虫

を調べました。

　その後、市野沢川に場所を移動し川のゴミ拾い

や魚取りを体験し、子どもたちは、身近にあるふ

るさとの川に、多様な生物が生息していることに

興味津々な様子でした。

　手軽でおいしく健康的な料理を学ぶ、食生活改

善の第1回研修会が6月14日に開催されました。

　今回は「家庭でできるイタリア料理」をテーマ

に、左沢出身で㈱山形グランドホテルシェフの、

林浩生さん指導の下、スズキと貝を煮込む「スズ

キのアクアパッツア」と「冷製トマトと生ハムの

カッペーニ」に挑戦しました。

　林さんは「今回はトマトを使用し

ましたが、地元の野菜や果物でも代

用できます。ぜひ家でも実践してみ

てください」と話してくれました。

6
14 D

デスティネーションキャンペーン

C初日レトロバスツアースタート6
14 健康イタリア料理に挑戦

6
11 景観の魅力を再確認6

14 ふるさとの川の魅力に触れる

11・広報おおえ

皆さんの地域の情報をどしどしお寄せください。総務課情報システム係 ☎（６2）2１８７Town TopicsTown Topics



　

農
村
に
さ
ま
ざ
ま
な
機

械
が
入
っ
て
き
た
頃
「
何

馬
力
か
？
」
と
よ
く
話
題

に
な
っ
た
。
今
は
機
械
の

大
型
化
が
進
み
、
象
の
よ

う
な
１
０
０
馬
力
の
ト
ラ

ク
タ
ー
も
あ
る
と
い
う
。
馬
１
０
０
頭
分

の
力
が
ど
ん
な
も
の
か
。
大
き
い
こ
と
は

い
い
こ
と
な
の
か
、
小
さ
く
て
も
「
ぴ
り

っ
と
辛
い
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。「
百

俵
で
も
、
百
回
に
分
け
て
運
べ
ば
必
ず
で

き
る
」
近
所
で
馬
を
飼
っ
て
い
た
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
言
葉
の
意
味
は
、
深
く
て
重
い
。

　

人
口
減
少
の
数
字
が
は
じ
か
れ
て
い
る
。

集
落
消
滅
、
田
舎
と
都
会
、
田
舎
と
工
業

地
帯
…
。
大
都
市
と
地
方
の
景
観
は
大
き

く
異
な
る
が
、
暮
ら
し
の
中
身
は
さ
ほ
ど

違
わ
な
い
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
暮
ら
し

の
な
か
で
、
便
利
さ
と
不
便
さ
を
ど
の
程

度
で
満
足
で
き
る
か
、
満
足
の
限
界
に
挑

戦
し
続
け
る
の
か
。
集
団
の
満
足
度
を
高

め
る
人
口
論
が
、
静
か
に
自
信
を
持
っ
て

語
ら
れ
始
め
て
い
る
。
量
よ
り
質
で
は
な

い
か
と
。

　

「
な
ぜ
人
間
は
集
ま
る
の
か
」
と
い
う

宿
題
は
ま
だ
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

移
住
し
、
住
み
つ
く
と
い
う
人
間
行
動
の

「
引
き
が
ね
」
に
は
「
夢
と
ロ
マ
ン
」
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
。

大
江
町
長
　
渡
邉 

兵
吾

町長
Column
町長
Column
コ ラ ム

　中央通商店街のほぼ中央に、林武一郎商店があります。

屋号は「山吉屋」で、以前は大工を生業にしていたことか

ら付けたといわれています。明治29年に初代林武一郎が

八百屋をはじめてから、お店に「林武一郎」の名前が着く

ようになったといわれ、現在4代目です。今は酒を中心に

販売している一方で、お店の一画ではたい焼きやたこ焼き

も販売しており、酒屋とのコラボレーションの魅力に誘わ

れて、多くの方が訪れます。

　敷地は南北に短冊状に配置されており、母屋は昭和11年

の大火後に建てられました。通り沿いに店と母屋があり、

続いて明治頃に建築された土蔵が

一列に並んで建っています。店内

に入ると、築78年の歴史を感じさ

せる建物が、落ち着いた雰囲気を

醸
かも

し出しています。

屋号が入ったのれんが飾られています ▼

シリーズ企画　町の魅力発見！ vol.13

●
　
短
　
歌
　
●

初
夏
の
風
通
る
御
堂
に
正
座
し
て
亡
き
父
偲
び
詩
吟
吟
唱
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
井
　
妙
子

山
峡
の
緑
も
映
る
湯
舟
に
入
り
含
む
岩
水
木
の
葉
が
匂
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
つ
ね
よ

紫
陽
花
の
色
ま
だ
浅
き
庭
に
い
で
梅
雨
の
合
間
を
草
取
り
励
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
　
ト
ヨ
エ

窓
開
け
て
よ
く
見
聞
き
せ
む
下
校
時
の
子
等
の
ス
キ
ッ
プ
子
等
の
笑
い
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
家
　
重
之

香
り
立
つ
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
手
の
甲
で
ふ
れ
て
喜
ぶ
孫
の
横
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
　
和
子

こ
の
年
も
娘
に
も
ら
い
し
さ
く
ら
ん
ぼ
皆
な
で
分
け
合
い
旬
を
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
　
麗
子

何
シ
ッ
タ
ノ
ヤ
と
声
を
か
け
れ
ば
お
互
い
に
朝
の
挨
拶
ほ
の
ぼ
の
和
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
　
與
鼓

こ
こ
大
江
ま
ち
に
も
空
き
家
の
数
ふ
え
て
鎮
ま
り
返
り
時
の
寂
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
和
子

老
し
れ
て
食
欲
細
く
な
り
に
け
り
祇
園
の
茶
室
の
昔
な
つ
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
徳
治

●
　
俳
　
句
　
●

新
緑
や
シ
ュ
べ
ル
ト
音
色
に
陶
酔
す	

菅
井
　
妙
子

昼
下
が
り
老
母
と
食
べ
る
冷
奴	

山
家
　
重
之

入
学
の
は
に
か
む
よ
ろ
こ
び
孫
送
る	

鴨
田
富
士
夫

霧
の
中
楚
々
た
る
風
情
ヒ
メ
サ
ユ
リ	

今
井
　
茂
樹

子
燕
も
川
面
に
遊
ぶ
最
上
川	

阿
部
　
一
風

風
少
し
冷
え
て
万
緑
日
昏
れ
初
む	

秋
元
喜
一
郎

父
逝
き
し
空
を
仰
げ
る
山
法
師	

	

安
藤
由
美
子

父
の
日
の
酒
は
め
つ
ぽ
ふ
利
き
に
け
り	

熊
谷
　
　
勉

マ
ッ
チ
箱
紫
陽
花
と
い
ふ
喫
茶
店	

舟
山
　
三
男

父
の
日
の
顔
ゆ
が
ま
せ
て
髭
を
剃
る	

伊
藤
　
啓
泉

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、毎
月
20
日（
必
着
）ま
で

　

役
場
総
務
課
に
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

林武一郎商店

● 町民ふれあい会館町民ふれあい会館

〒左沢郵便局〒左沢郵便局

国道458号線国道458号線

大江町役場大江町役場 左沢
駅

左沢
駅

林武一郎商店
横町横町内町内町

法界寺
卍 
法界寺
卍 ●

八幡神社八幡神社

簡易マップ

平成２６年７月号・12

吟遊浪漫
ぎんゆうろまん



大
好
き
な
犬
と
と
も
に

　
　

菊き
く

地ち　

里さ
と

美み

さ
ん　
（
26
歳
・
９
区
）

　「お客さまの要望にあわせて、たく

さんの可愛いワンちゃんをカットでき

るところがいいですね。とくにプード

ルのカットが好きです」と話す菊地さ

ん、現在はトリマーとして愛犬の美容

などを手掛ける「やまがたケンネル」

に勤めています。

　小さい頃から犬が好きで、高校卒業

と同時に専門のスクールに入学し、カ

ットや犬の体の構造、接客などトリマ

ーになるための勉強を積み重ねてきま

した。現在はプードルとチワワの2匹

を飼っているそうです。

　職場の他に、土曜日から月曜日まで

自宅でも犬のカットをはじめた菊地さ

んは「私がカットしたワンちゃんを見

て、お客さまが『かわいくなったね♪』

といってもらえる時が一番うれしいで

す。喜んでもらえるように頑張るので

ぜひ一度遊びに来てください」と笑顔

で話してくれました。

　「わがいしゅがもう少しいっと、
楽なんなったなねぇ」。草刈り真
っ盛りの今、そんな声が地域の中
から聞こえてきたり…。仕事がな
い、だから若者が離れていく。「～
がない」という考えもありますが、
それだけではないと思います。

　今の若者は、リーマンショックによる不況で雇用

不安を感じ、東日本大震災を経験したことで、新た

な地域社会の模索を始めました。
　自分にとって本当に大切なものは何なのか、様々

なアンケート調査では「地元」「家族」を重要視する

ようになったという回答が増え、「できれば地元で

働きたい」「都心から離れて暮らしたい」そういう人

が増えてきています。
　だからこそ、足元の「地域」の魅力をあらためて

見つめ直すチャンスのような気がします。若者自身

も含めて「地域がどう動くか」が大切で「楽しいなぁ
。

好きだなぁ。この地域。」と感じれば、なんとしても

残りたい場所になるのではないでしょうか。

　「なんにも知らない最近の若いもん」は、何を求

めているのか。その答えが分かった時、自然と草刈

りにも人が増えている状況になると思います。

地域おこし協力隊通信 №3

6月22日の消防団機関員講習時の様子

↑→夏山にタケノコ
採りにいってきました

13・広報おおえ



　「最上川の流通・往来及び左沢町場の景

観」が国の重要文化的景観に選定されたこ

とを受け、大江ロータリークラブが左沢駅

前に広報看板を設置しました。

　この看板には、より多くの町民の皆さん

に、景観を作り上げてきた先人に感謝の気

持ちと、ふるさとに誇りを持ってもらいた

いという気持ちが込められています。

　看板設置にあたり、設計や基礎工事の

手伝いなど全

ての行程に大

江ロータリー

クラブの会員

が深く関わっ

ており、また、

主材料は大江

町産西山杉の

間伐杉材を利

用しています。

左沢駅を訪れ

た際はぜひご

覧ください。

大
好
評
！
雪
室
熟
成

「
大
江
錦
初
し
ぼ
り
」
発
売

　

高
い
人
気
を
誇
る
大
江
町
の
地
酒
「
大

江
錦
初
し
ぼ
り
」
を
雪
室
で
6
ヶ
月
間
熟

成
さ
せ
た
、
雪
室
熟
成
が
発
売
さ
れ
ま
す
。

い
つ
も
よ
り
「
ま
ろ
や
か
で
、
う
ま
み
の

増
し
た
」
大
江
錦
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
町
内
各
酒
販
店
ま
で

◆
発
売
日
／
7
月
18
日
㈮

◆
価
格
／
７
２
０
㎖　

１
２
５
０
円

町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
！

◆
開
放
期
間
／
７
月
19
日
㈯
～
８
月
17
日
㈰

◆
時
間
／
10
時
～
16
時
30
分
（
昼
休
み
12

時
～
13
時
）

◆
料
金
／
小
人
50
円
（
中
学
生
以
下
）、

大
人
１
０
０
円
※
乳
幼
児
は
無
料
で
す
が
、

付
き
添
い
の
方
は
有
料
で
す

◆
入
場
券
販
売
所
／
井
筒
屋
書
店
（
左

沢
）、
最
上
屋
菓
子
店
（
左
沢
）、
鈴
木
酒

店
（
小
漆
川
）、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
大
江

本
郷
店
（
小
漆
川
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
江
町
体
育
セ
ン

タ
ー
☎（

62）

３
６
６
３
ま
で

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
に
関
す
る

各
種
手
当
の
お
知
ら
せ

①
特
別
児
童
扶
養
手
当

◆
対
象
／
重
度
～
中
度
の
障
が
い
を
持
っ

た
子
ど
も
を
在
宅
で
養
育
し
て
い
る
方

◆
支
給
期
間
／
20
歳
に
達
す
る
ま
で

◆
支
給
月
額
／
1
級
障
害
４
９
，
９
０
０

円
、
2
級
障
害
３
３
，
２
３
０
円

◆
支
給
月
／
4
・
8
・
11
月

②
特
別
障
害
者
手
当（

障
害
児
福
祉
手
当）

◆
対
象
／
重
度
の
障
害
を
持
ち
、
在
宅
で

生
活
し
て
い
る
方

◆
支
給
月
額
／
障
害
児
福
祉
手
当
（
20　

歳
未
満
）
１
４
，
１
４
０
円
、
特
別
障
害

者
手
当
（
20
歳
以
上
）
２
６
，
０
０
０
円

◆
支
給
月
／
2
・
5
・
8
・
11
月

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
福
祉
課
福
祉

係
・
子
育
て
支
援
係
☎（

62）
２
２
８
５
ま
で

平
成
26
年
度
第
2
回

大
江
の
う
ま
い
も
の
市
開
催
！

　

第
2
回
の
大
江
の
う
ま
い
も
の
市
は
、

お
い
し
い
鶏
料
理
を
楽
し
め
る
「
鶏
の

市
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
日
時
／
7
月
20
日
㈰　

10
時
～
15
時　

◆
場
所
／
左
沢
駅
前
広
場　

◆
イ
ベ
ン
ト
／
大
江
町
産
や
ま
が
た
地
鶏
、

新
庄
市
「
も
つ
ラ
ボ
」
、
福
島
県
三
島
町

「
会
津
地
鶏
み
し
ま
や
」
の
出
店
、
お
楽

し
み
抽
選
会
、
ば
く
だ
ん
菓
子
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
ミ

ニ
Ｓ
Ｌ
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

※
当
日
は
左
沢
駅
の
ロ
ー
タ
リ
ー
、
駐
車

場
、
駐
輪
場
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
た
は
駅
前
臨
時
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
江
町
商
工
会

☎（

62）

４
１
２
８
、
ま
た
は
政
策
推
進
課

☎（

62）

２
１
３
９
ま
で

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

「
食
べ
て
予
防
！
糖
尿
病
」の
開
催

◆
日
時
／
7
月
25
日
㈮　

10
時
～
13
時

◆
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
内
容
／
講
話
、
調
理
実
習
、
試
食

◆
講
師
／
成
原
千
枝
管
理
栄
養
士

◆
申
込
期
限
／
7
月
18
日
㈮　

※
参
加
費

無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
福
祉
課
保
健

衛
生
係
☎（

62）

２
１
１
４
ま
で

平
成
26
年
度
第
3
回
大
江
の
う
ま
い

も
の
市
出
店
者
募
集
に
つ
い
て

　

大
江
の
う
ま
い
も
の
を
町
内
外
に
幅
広

く
発
信
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
「
大

江
の
う
ま
い
も
の
市
」
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
の
で
、
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
日
時
／
9
月
7
日
㈰　

9
時
30
分
～
14
時

◆
場
所
／
左
沢
駅
前
広
場

◆
出
店
要
件
／
町
内
の
企
業
、
商
店
、
個

人
お
よ
び
団
体
で
実
行
委
員
会
が
認
め
る

も
の
※
出
店
料
は
無
料
で
す
が
、
抽
選
会

の
景
品
（
２
０
０
０
円
相
当
）
の
提
供
を

重要文化的景観をＰＲする
看板が設置されました

平成２６年７月号・14

広報おおえ縮刷版第3巻（税込4,000円）は好評発売中です！

※お問い合わせは、総務課情報システム係☎（62）2187まで



ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
旅
を
編
集
す
る
に

あ
た
り
、
巻
渕
の
〝
地
蔵
様
の
由

来
”
を
知
り
ま
し
た
。
昔
、
朝
日
町
か
ら

西
川
町
に
地
蔵
様
を
届
け
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
途
中
の
巻
渕
で
地
蔵
様
を
積
ん
で

い
た
台
車
が
壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
運

ん
で
い
た
人
は
い
ろ
い
ろ
悩
ん
だ
末
「
こ

れ
は
、
地
蔵
様
が
こ
こ
に
居
た
い
と
い
う

お
告
げ
だ
」
と
解
釈
し
、
以
降
ず
っ
と
こ

こ
に
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
何
と
も
ほ
の

ぼ
の
と
し
た
話
で
す
ね
。
地
蔵
様
は
、
今

で
も
地
元
の
方
か
ら
大

切
に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
ま
す
。

バ
ス
や
車
で
通
っ
た
時

は
、
一
度
立
ち
寄
っ
て

み
る
の
も
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　

　
　
　
　

（
山
家
雄
志
）

編
集
後記

お
願
い
し
ま
す

◆
締
切
／
7
月
25
日
㈮

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
江
町
商
工
会

☎（

62）

４
１
２
８
ま
た
は
、
政
策
推
進
課

☎（

62）

２
１
３
９
ま
で

水
郷
大
江
夏
ま
つ
り
大
会
で
は

記
念
花
火
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

大
江
の
夏
の
風
物
詩
、
水
郷
大
江
夏
ま

つ
り
灯
ろ
う
流
し
花
火
大
会
で
花
火
を
打

ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
価
格
／
５
号
玉
１
０
，
０
０
０
円
～

※
ご
予
算
に
応
じ
て
御
相
談
し
ま
す
。

◆
申
込
締
切
／
7
月
18
日
（
金
）
ま
で

【
レ
ト
ロ
写
真
展
】

　

旧
き
ら
や
か
銀
行
内
に
て
、
昔
の
貴
重

な
写
真
を
集
め
た
「
レ
ト
ロ
写
真
展
」
を

７
月
13
日
㈰
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
き
る
空
間
へ
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
政
策
推
進
課
観
光

振
興
係
☎（

62）

２
１
３
９
ま
で

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の

ま
ん
延
防
止
に
つ
い
て

　

水
温
が
高
く
な
る
と
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス

ウ
イ
ル
ス
病
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
、
コ
イ
の
大

量
死
や
異
常
を
発
見
し
た
場
合
は
、
左
記

ま
で
通
報
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
釣
っ
た
コ

イ
や
飼
育
し
て
い
る
コ
イ
を
、
他
の
川
や

池
な
ど
に
放
流
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
は
、

コ
イ
（
マ
ゴ
イ
お
よ
び
ニ
シ
キ
ゴ
イ
）
特

有
の
病
気
で
あ
り
、
コ
イ
以
外
の
生
物
や

人
間
に
は
全
く
影
響
が
あ
り
ま
せ
ん
。

・
村
山
総
合
支
庁
農
業
振
興
課

　

☎
０
２
３
―

６
２
１
―

８
３
８
４

・
山
形
県
内
水
面
水
産
試
験
場

　

☎
０
２
３
８
―

38
―

３
２
１
４

・
山
形
県
水
産
課

　

☎
０
２
３
―

６
３
０
―

３
０
７
１

大江町山森林資源活用事業の
実施団体が決定しました

　大江町山森林資源活用事業の実施団体として、

町では6月10日、町内で森林に関するさまざまな

活動を続けている大江町光林会（鈴木富太郎会長）

に委嘱状を交付しました。

　この事業は山村地域の魅力的な資源や森林が持

つ多様な機能を保全するため、さまざまな活動を

実施するものです。

　今年度については、七軒地区の各種道路・河川

の巡視や地域資源を活用した山里体験の活動、旧

七軒西小学校周辺の環境整備などをおこなってい

く予定です。

　今年度の地籍調査推進委員の委嘱状交付式が6

月12日におこなわれました。

　委員の皆さんからは、現地立ち合いの代理や、

所有者の取りまとめなど、円滑な地籍調査をサポ

ートしていただきます。

　今回委嘱された委員は次の3名になります。

今年度の地籍調査推進員
の皆さんです

○ 冨樫誠一郎 さん（柳川平）
○ 小林　茂吉 さん（山形市）
○ 鈴木　藤七 さん（朝日町）

（写真右から）

15・広報おおえ

今月の納税　納期限7月31日（木）　お忘れなく！
固定資産税・都市計画税（第２期）、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料（普通徴収　第1期）



重
要
文
化
的
景
観

認
定
を
た
た
え
て

　

私
は
大
江
町
に
住
ん
で
以
来
50
年
、町

の
景
観
を
見
て
き
ま
し
た
。大
江
の
景
観

は
風ふ
う
こ
う光
明め
い

媚び

に
し
て
、地
形
は
起
伏
に
富

み
、楯
山
か
ら
の
眺
望
は
母
な
る
川
、最
上

川
を
眼
下
に
お
さ
め
る
雄
大
な
景
色
で
、

天
下
一
の
眺
望
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
そ
の
景
観
が
重
要
文
化
的
景
観
に

選
定
さ
れ
た
こ
と
と
て
も
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。こ
の
機
会
に
、大
江
の
景
観
の
こ
と

を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
大
寿
荘
か
ら
小
鳥
山
ま
で
、藤
田

山
の
北
岸
を
散
歩
し
ま
す
が
、途
中
の
小

見
地
区
を
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
高
台

に
来
る
と
必
ず
立
ち
止
ま
り
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
は
、広
大
な
小
見
地
区
の
水

田
と
小
中
学
校
、そ
し
て
西
に
月
山
、北
に

葉
山
、中
央
に
楯
山
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
、一
服
の
絵
巻
物
と
な
っ
て
吾
々
の
胸

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
の
真
下
の
料
亭「
丸
金
鯉
屋
」さ
ん
に

お
世
話
に
な
っ
た
お
り
も
、北
側
の
窓
か

ら
の
光
景
に
感
動
を
覚
え
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

「
丸
金
鯉
屋
亭
を
た
た
え
て（

平
23）

　
　

高
台
の
料
亭
水
郷
を
拝
し

　
　
　

月
山
葉
山
両
手
に
戴
い
た
だ

く

　
　

庭て
い
ぜ
ん前
の
鯉
踊
る
龍
り
ゅ
う
が
ん岩
の
滝

　
　
　

家
族
一
同
客
衆
を
饗
も
て
な

す　
　

」

　

こ
の
庭
の
滝
は
、５
メ
ー
ト
ル
も
あ
る

大
き
い
岩
石
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
が「
名

前
が
無
い
の
な
ら『
龍
り
ゅ
う
が
ん岩
の
滝
』と
名
付

け
て
良
い
で
す
か
」と
私
が
許
可
を
い
た

だ
い
て
名
付
け
た
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、ま
た
喜き

く

や

久
屋
亭
の
東
西
の

間
か
ら
、重
要
文
化
的
景
観
を
眺
め
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。私
は
、柏
流
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
の
会
合
で
、こ
の
部
屋
を
利
用

し
て
い
ま
す
の
で
、こ
の
景
観
の
認
定
は

誠
に
あ
り
が
た
く
、幸
せ
な
町
に
巡
り
逢

っ
た
と
胸
を
張
っ
て
い
ま
す
。

　

拙
つ
た
な

い
な
が
ら
、そ
の
光
景
へ
の
感
動
と

喜き

く

や

久
屋
さ
ん
を
た
た
え
て
次
の
よ
う
に
表

現
し
ま
し
た
。ご
笑
覧
下
さ
い
。

「
そ
の
一
、東
の
間
か
ら
の
眺
望（

平
21）

　
　

天
下
の
眺
望
最
上
の
流
れ

　
　
　

開か
い
て
い
ゆ
う
ゆ
う

亭
悠
々
た
り
三
十
余
年

　
　

百ひ
ゃ
っ
か
ま
ん
ど
う

花
満
堂
客
き
ゃ
く
し
ゅ
う

衆
を
招
き

　
　
　

美び
し
ゅ
だ
ん
ら
ん
た
て
や
ま

酒
団
欒
楯
山
を
仰
ぐ　
　

」

「
そ
の
二
、西
の
間
か
ら
の
眺
望（

平
23）

　
　

朝
日
の
峻し
ゅ
ん
れ
い
せ
い
く
う

嶺
西
空
に
聳そ
び

え

　
　
　

神
通
の
渓
流
豊と
よ

田だ

を
潤
う
る
お
す

　
　

高
台
の
料
亭
満
天
の
花
火

　
　
　

徴び

風ふ
う

清
せ
い
り
ょ
う涼
月が
っ
さ
ん
山
を
仰
ぐ　
　

」

　

こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
景
観
を
持
つ

故
郷
を
い
つ
ま
で
も
大
事
に
継
承
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。最
後
に
何
を
置
い
て

も
大
江
町
を
た
た
え
る「
左
沢
八
景
」の
詩

が
燦さ
ん
ぜ
ん然
と
輝
い
て
お
り
ま
す
。ご
紹
介
し

ま
す
。

　

左
沢
八
景（

国
井
独ど
く
せ
き石
作
詞
・
高
山
法ほ
う
げ
ん彦
監
修）

「　

桜さ
く
ら
せ瀬
の
帰き
は
ん
か
い
き
ゅ
う

帆
懐
旧
の
情

　
　
　

古こ
じ
ょ
う城
白は
く
じ
つ
せ
い
ら
ん

日
晴
嵐
み
ち
た
り

　
　

鏡
か
が
み
や
ま山
の
秋し
ゅ
う
げ
つ
さ
ん
こ
う

月
三
更
の
影

　
　
　

森
の
宮
の
廟
び
ょ
う

林り
ん

夜や

雨う

の
声

　
　

巨こ

海か
い
ん院
の
鐘
は
晩ば
ん
あ
い靄
に
聞
き

　
　
　

前
田
の
落ら
く
が
ん雁
は
雲う
ん
て
い程
に
見
る

　
　

水す
い
て
ん
ゆ
う
し
ょ
う
か
わ
ぐ
ち

天
夕
照
川
口
を
染
め

　
　
　

愛あ
た
ご宕
の
山さ
ん
す
い
ぼ
せ
つ

陲
暮
雪
清
ら
か
な
り　

」

　

こ
の
詩
の
中
の
地
名
、名
所
、旧
跡
な
ど

を
念
頭
に
描
き
な
が
ら
、今
後
一
層
大
江

町
の
景
観
の
す
ば
ら
し
さ
と
、そ
れ
を
甘

受
す
る
私
た
ち
町
民
の
心
の
豊
か
さ
を
大

切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

（
藤
田　

田
宮
孝
一
）

リ
レ
ー
随
想
／

　
　
　
　
　
　《
第
85
回
》

お誕生おめでとう

区　名　 氏　　名　性別　 父母名
小　見　槇本　花

は る

琉　女　　　弘　・由紀

美　郷　田中　秀
ひでのり

穂　男　　　剛　・志穂

小漆川　北本　翔
か い り

琉　男　　一考・　瞳

８　区　菊池　梨
り か

花　女　　亮太・ひろえ

伏　熊　石川　夢
む あ

彩　女　　　聖　・由香

６　区　木村　麻
あさ

人
と

　男　　不二夫・七恵

ご冥福を祈ります

区　名　　氏　名　　年齢
９　区　堀　　かよ　（９0）
９　区　鈴木みのゑ　（84）
楢　山　安藤　勝美　（88）
富　沢　柏倉　恒雄　（８７）
６　区　大泉　忠男　（８２）
塩野平　渡邉重次郎　（９７）
望　山　柏倉　久信　（５９）
９　区　堀　フテノ　（１０２）
久　保　柏倉　憲三　（８６）
藤　田　稲村　禮子　（８６）
１３　区　阿部かつゑ　（９８）

「古代ロマン」4区　川村　隆

ご結婚おめでとう
　区名・出身地名　　氏　名
　富　沢　斎藤　健裕
　山形市　須貝　奈未
　上山市　柴田　真暉
　藤　田　東海林夢亜

（
（

編
集
・
発
行
／
大
江
町
役
場
総
務
課

印
刷
・
製
本
／
寒
河
江
印
刷
㈱
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※掲載を希望しない場合は、届け出の際にお申し出ください。

戸籍の

まど
５月21日～６月20日受付分

人口と世帯（前月比）
町の人口　8,903人（ー11）

　　　男　4,370人（ー７）

　　　女　4,533人（ー４）

世 帯 数　2,930戸（＋１）
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